
様式例

高知県立中村高等学校西土佐分校（全日制）

自立心や自律性 生命の尊重
社会に参画する

意欲と態度
義務を果たし

責任を重んずる態度
伝統と文化の尊重 我が国と郷土への愛 他国の尊重

国際社会に生きる
日本人としての自覚

・自分らしい人生をつく
る   【家庭】
・自己PRと面接
　   【国語表現】

・子どもと共に育つ
　　　   　 【家庭】
・健康の考え方と成り
立ち　  　【保健体育】
・交通事故を防ぐ方法
　　　　   【保健体育】

・現代国家と民主主義
　　　【現代社会】

・日本国憲法の基本的性
格　【地歴公民】
・現代の課題を見つける
　 　【社会と情報】
・ドーピングとスポーツ倫
理  【保健体育】

・仮名文字の学習
　　　【書道】
・「短歌・俳句」
　　　【現代文】

・「伊勢物語」「方丈記」 【古典】
・日本のバイオーム【生物基礎】
・日本の地形
　　     【地理・科学と人間生活】

・共に生きる社会をめざ
して　　　　【現代社会】
・異文化交流　 【英語】

・現代の国際政治
　　　　【政治・経済】
・海外の文化を調べて
発表　         【英語】

令和３年度　道徳教育全体計画

教育関係法規の規定 学校の教育目標 学校や地域の実態と課題

・　日本国憲法
・　教育基本法
・　学校教育法
・　高等学校学習指導要領
・　高知県教育委員会施策

・教育方針
　一人ひとりが学校、地域で自分の役割と居場所を感じ、仲間と地域を大切にして
夢の実現に全力で取り組める人材を育てる。
・教育重点目標
１ すべての生徒が安心して学び、活動できる学校。
２ すべての生徒が自分の居場所を見つけ、役割を感じられる学校。
３ 高い志を持ち、熱く「語れる」生徒が育つ学校。
４ 故郷を愛し、故郷の未来を担う若者が育つ学校。
　

・地元（西土佐）の生徒の割合が減
　少する中で、より人間関係を円滑
　にし、信頼関係を構築していく。
・地域唯一の高校として、期待も大
　きく、教育活動に対して非常に協
　力的である。
 
 

時代や社会の要請、課題 教育行政の重点施策 生徒の実態や発達の段階 教職員や保護者の願い
・社会の動きや出来事に対して、適切に判断を
下し、対応できる人になる。
・共通のマナーやルールを守ることや他人を思
いやることなどの道徳性を育成。
【課題】
・特別支援教育を構築し、高校生が抱えている
多様な困難・ニーズへの支援。

１ チーム学校の推進。
２ 厳しい環境にある子どもの支援や子
   どもの多様性に応じた教育の充実。
３ デジタル社会に向けた教育の推進。
４ 地域との連携・協働。

・純朴でまじめな生徒が多く、学校は落ち着い
ている。
・学び直し・個別支援が必要な生徒がいる。
・ライフスキル教育の充実が求められる。

・基礎学力の定着と学力の向上。
・「学び」のモチベーション向上。
・地域に貢献する意識の育成。
・周囲を思いやる意識の育成。
・「役に立っている」意識の育成。

各教科･科目、総合的な学習（探究）の時間、特別活動における関連

【道徳教育の重点目標】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　基本的
な生活習慣の確立を図り、規範意識を高め、社会に貢献する意欲的な態度を育てる。
２　他者の立場を尊重し、思いやりや協調の精神を育てる。
３　学習活動や体験活動を通じて、自分自身の在り方、生き方について考え、将来にわたって主体的に生きる態度を育てる。
 

【各学年の重点目標】
1年生　自尊感情を育て、他者に思いやりの精神を持つ。
２年生　他者の気持ちを理解し、円滑なコミュニケーション能力の育成を図る。
３年生　社会の中の一員としての規範意識を身に着け進路実現に繋げる。

中核となる取組

公　　　民 特別活動 総合的な探究（学習）の時間

家庭，地域社会，関係機関，小学校・中学校･特別支援学校等との連携の方針

・社会の在り方や先哲の考えかたなど
の学習を通じて、人間としての在り方に
ついて考察しようとする態度の育成。

・説明、討論やプレゼンテーションなどの
言語活動の充実。
・ボランティア活動や地域の行事等への
参加などによる体験活動の充実。

・よりよい人間関係を気付く力、集団や社会の
一員としてよりよい生活づくりに参画しようとす
る態度の育成。
・自己の適性や能力を伸ばすとともに、周囲へ
の理解を深め、将来の生き方や進路について
考察しようとする態度の育成。

道徳的判断力 道徳的心情 道徳的実践意欲と態度

・西土佐地域全戸に学校通信配布。
・地域共同学習時の各事業者の協力。
・ボランティア隊ラポールによる保育園・小学校での交流。
・各種行事にともなう生徒会と地域の代表との話し合い。
・地域のNPO法人の協力によるスキルアップ教育。

・学校の教育活動全体を通じて、道徳的価値
についての理解を自分とのかかわりの中で
対処できるようにし、判断する力を身に付け
る。また、多様な意見に耳を傾け、正しい行
動や答えを自分から導きだせるようにする。

・教科や特別活動、総合の探求の時間等を通
じて、価値・人間・他者理解を自分との関わり
の中で、利己的感情や損得感情を抜きにして、
より良い行動を選択することができるようにして
いく。

・人間として、よりよく生きていくために、様々な場面、
状況において、自ら主体的に判断できるようになるた
めに、大切なことは何かを理解し、人としてより良い
生き方や行動ができるようしていく。

特色ある教育活動や体験活動 道徳教育の推進体制

・地域の方から農場を借り、そこで特別活動等の時間を利用し全校生徒で農作物を植え、育てる難
しさや収穫したものを調理して食べる楽しさ・喜び等を体験させている。また、サツマイモのつるさし
や収穫を小学生と合同で行っている。植樹する作物は、各学年で自主的に選択し、育てるための
学習をさせ、共に協力して、計画的に実行できる態度の育成に努めている。今年度は総合探求の
時間を活用し「地域を知る学習」の一環として、地元の名所（黒尊渓谷）を散策し、各自風景を撮影
し、その写真を１枚ずつ掲示し、全員で投票し評価を行った。

＜道徳教育推進委員会＞
・　学校の教育目標にもとづいた道徳教育の目標・基本方針の策定
・　道徳教育指導計画の策定
・　道徳教育関係の行事やロングホームの計画
・　学校の道徳教育の評価
・　道徳教育の進行管理
・　評価計画と実施
・　評価結果に基づく改善策の検討

＜職員会＞
・　道徳教育の活動内容の周知
・　計画実行にあたっての確認

ホームルーム，学校の人間関係，環境の整備や生活全般における指導の方針

・年間行事計画の作成時に行事・特別活動の内容や時期等を職員会を開き検討。
・学校生活アンケート、アセス等アンケートの検討会や生徒支援委員会などの場での生徒間の
　情報交換や支援体制の共通理解。
・生徒会を中心に郊外清掃活動や各行事前の校内外の清掃活動の実施。

各教科・科目からの
アプローチ


